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1 は じ め に

セイヨウナシは晩生の味の良い品種 (ラ・ フランス等)

を中心に需要が高まっており,各地で新植され栽培面積が

増えつつある。青森県では中生及び晩生品種のなかでも
,

グランド・ チャンピオン,ゼネラル・ レクラーク,ラ・ フ

ランスを増殖する主要品種として位置付けており,こ れら

の品種の新植,高接ぎ更新が進みつつある。一方新植園及

び高接ぎ更新園では結実量不足等の問題が生 じており,こ

の原因の一つとして,適切な受粉樹を混植していないため

の受粉不和合によるものが考えられる。

そこで適切な受粉樹を設定 し、更に人工受粉上の資料を

得るため主要なセイヨウナシ品種について受粉和合性を検

討した。

2試 験 方 法

(1)供試品種

バートレット/ヤ マナシ 15年生 ,フ レミッシュ・ ビュー

ティ/ヤ マナシ 15年生,グ ランド・ チャンピオン/ヤ マ

ナシ 13年生,ゼネラル・ レクラーク/ヤ マナシ 11年生 ,

ラ・ フランス/ヤ マナシ 15年生, ドワイアンネ・ ドュ・

コミス/ヤ マナシ 15年生 ,多摩/ヤ マナシ 15年生,幸

水/ヤ マナン 15年生,長十郎/ヤ マナシ 15年生。

2)受粉

各品種とも花が風船状のときに 1花そう約 3花 (2～ 4

番花)に制限し,開花前に除雄 した。受粉は1988年 は, 5

月8,9,10日 ,1989Tは ,5月 5,6日 に綿棒で行ない
,

その後被袋 した。処理花数は一組合せ約30花 とした。結実

率は実どまりが決定した約 1カ 月後 (1988Tは 6月 7日 ,

1989年 は5月 29日 )に調査 した。

受粉用の花粉は,花曹期の花を採取後,苅 を落とし,25℃

に設定した恒温器に入れて2日 後に開綺した花粉を供試しオち

花粉の発芽率は寒天 1%,シ ョ糖10%の培地で25℃の恒

温器に入れ,3時間後にコットンブルーで染色し調査した。

3 試験結果及び考察

花粉の発芽率については各品種とも1988年 は60～80%台

で,1989年 は24～40%台であった。1989年の発芽率が劣ぅ

たのは開花前の低温により,花粉の活力が低下したことに

よると考えられる。

図 1に 各品種ごとの交配組合せと結実率を示 した。バー

トレットに対してはグランド・チャンピオン,ラ・ フラン

ス,幸水,長十郎が70%以上の高い結実率を示 したがゼネ

ラル・ レクラークは281%と低かった。

フレミッシュ・ ビューティに対 しては各品種とも総じて

高い結実率を示 した。

グランド・ チヤンピオンは2年間検討したが1988年 より,

1989年の方が全体的に高い結実率を示し,両年を通 じて結

実率が劣ったのはフレミッシュ・ ピューティと長十郎であっ

た。1988年の結実率が劣ったのは開花期間中やや低温に経

過 したためと供試した花器の発育が不十分であったためと

考えられる(表 1)。

表 1 受粉日の平均気温

ゼネラル・ レクラークに対してはバートレット,グ ラン

ド・チャンピオン,多摩,長十郎の結実率が70%以 Jlを示し

高かったが,フ レミッシュ・ ピューティ,幸水は30%以下

の結実率であった。

ラ・ フランスに対 しては多摩を除く各湿1種 とも50%以上

の結実率を示 し,特にバートレットと幸水は高い結実率を

示した。

ドフイアンネ・ ドュ・ コミスではバートレットを除く他

の品種は50%以上の結実率を示 した。

自花受粉区と除雄無受粉区については, ドワイアンネ・

ドュ・ コミスを除く各品種で結実が認められた。 しかし結

実率については年による3、れが大きい傾向であった。

自花受粉区ではフレミッシュ・ ビューティとラ・ フラン

スがそれぞれ471.527%と 他の品種に比べて比較的高い

結実率を示し,グ ランド・ チャンピオンは226%で あった。
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図1 主要品種間の結実率
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